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career center就職状況

主
な
就
職
先
一
覧（
2
0
2
1
年
3
月
卒
）

就
実
大
学 

人
文
科
学
部　
【
建
設
業
】ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
近
畿
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
・
カ

バ
ヤ
、ヘ
ル
シ
ー
ホ
ー
ム
、倉
敷
ハ
ウ
ジ
ン
グ【
製
造
業
】明
石
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
カ
ン
パ
ニ
ー
、P
・
O
・
P
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、シ
ン
コ
ー
印
刷
、帝
人
ナ
カ
シ

マ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
カ
ー
ツ
、
サ
ン
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
、
ラ
イ
フ
ケ
ア
、
鳴
本
石
材
、
平
林

金
属【
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
】イ
ワ
タ
ニ
山
陽
、備
南
ガ
ス【
情
報
通
信
業
】

O
E
C
、岡
山
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
、東
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、リ
ン
ク
&

リ
ン
ケ
ー
ジ
、出
雲
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン【
運
輸
業
、郵
便
業
】両
備
グ
ル
ー
プ
、福

山
通
運
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、日
本
交
通
グ
ル
ー
プ
、東
電
物
流【
卸
売
業
、小
売
業
】

小
野
建
、W
O
R
K 

S
M
I
L
E 

L
A
B
O
、ザ
グ
ザ
グ
、プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り
、レ

デ
イ
薬
局
、天
満
屋
、天
満
屋
ス
ト
ア
、山
陽
マ
ル
ナ
カ
、ホ
ン
ダ
四
輪
販
売
岡
山
、

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
岡
山
、ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
岡
山
、岡
山
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
、ア
イ
ン
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
ズ【
金
融
業
、保
険
業
】中
国
銀
行
、百
十
四
銀
行
、鳥
取
銀
行
、お
か
や
ま
信

用
金
庫
、備
北
信
用
金
庫
、四
国
労
働
金
庫
、明
治
安
田
生
命
保
険【
不
動
産
業
、物

品
賃
貸
業
】三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
、穴
吹
ハ
ウ
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、ゲ
オ

H
D
、ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
岡
山
、西
尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル【
学
術
研
究
、専
門
・
技

術
サ
ー
ビ
ス
業
】フ
ジ
カ
ラ
ー
広
島
中
央【
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
】レ
イ（
A
N
A

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
）、R
ホ
テ
ル
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、倉
敷
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
、鞆
ス
コ
レ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、三
井
不
動
産
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、松
屋
フ
ー
ズ
H
D【
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、娯
楽
業
】T
B
C
、L
A
V
A 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l【
教
育
、
学
習
支
援
業
】香
川
県
公
立
中
学
校
、

鳥
取
県
公
立
中
学
校
、
ア
ミ
テ
ィ
ー
、
倉
敷
自
動
車
教
習
所
、
S
I
G
N
A
L 

B
L
U
E【
医
療
、福
祉
】岡
山
西
大
寺
病
院
、佐
藤
医
院
、ニ
チ
イ
学
館【
複
合
サ
ー

ビ
ス
事
業
】岡
山
市
農
業
協
同
組
合
、晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
、香
川
県
農

業
協
同
組
合【
サ
ー
ビ
ス
業
】吉
備
津
神
社
、K
G
情
報
、キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
、藤
ク
リ
ー
ン【
公
務
】国
家
公
務
員（
厚
生
労
働
省
一
般
職
）、海
上

自
衛
隊（
一
般
曹
候
補
生
）、丸
亀
市
、備
前
市
、神
奈
川
県
警
察【
進
学
】日
本
大
学

大
学
院

就
実
大
学 
教
育
学
部　
【
小
学
校（
正
規
）】岡
山
県
、岡
山
市
、島
根
県
、鳥
取
県
、

広
島
県
・
広
島
市
、香
川
県
、愛
媛
県【
養
護
教
諭（
正
規
）】岡
山
県
、岡
山
市
、広
島

県
・
広
島
市
、愛
媛
県
、高
知
県
、鹿
児
島
県
、神
戸
市【
特
別
支
援
学
校（
正
規
）】岡

山
県
、広
島
県
・
広
島
市
、長
崎
県【
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
】（
公
立
）岡
山
市
、

瀬
戸
内
市
、井
原
市
、備
前
市
、赤
磐
市
、鏡
野
町
、久
米
南
町
、姫
路
市
、四
国
中
央

市
、三
豊
市
、多
度
津
町
、土
庄
町
、八
幡
浜
市
、（
私
立
）ひ
か
り
学
園
、岡
山
千
鳥

福
祉
会
、四
ツ
葉
会
、宮
川
福
祉
会
、淳
厚
会【
施
設
】旭
川
荘
、キ
ャ
レ
オ
ス
、吉
備

路
の
会【
一
般
】大
善
、イ
タ
ミ
ア
ー
ト
、中
谷
エ
ネ
テ
ッ
ク
、両
備
グ
ル
ー
プ
、ラ
イ

ト
電
業
、ザ
グ
ザ
グ
、ハ
ロ
ー
ズ
、ト
マ
ト
銀
行
、お
か
や
ま
信
用
金
庫
、い
の
う
え
、

お
も
ち
ゃ
王
国
、吉
備
学
園
、萌
昇
ゼ
ミ
、岡
山
医
療
生
活
協
同
組
合
、国
税
庁
、海

上
自
衛
隊（
一
般
幹
部
候
補
生
）【
進
学
】就
実
大
学
大
学
院
、岡
山
大
学
大
学
院
、兵

庫
教
育
大
学
大
学
院　

就
実
大
学 

経
営
学
部　
【
農
業
、林
業
】希
望
園【
建
設
業
】大
本
組
、下
津
井
電
鉄

（
一
条
工
務
店
）、せ
の
お【
製
造
業
】明
石
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
、P
・

O
・
P
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、イ
タ
ミ
ア
ー
ト
、井
原
精
機
、モ
リ
マ
シ
ナ
リ
ー
、サ

ン
ワ
サ
プ
ラ
イ
、サ
ヌ
キ
印
刷
、エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
ル
、ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
、シ
ー
ピ
ー
化
成【
情
報
通
信
業
】ベ
ネ
ッ
セ
イ
ン
フ
ォ
シ
ェ
ル
、

シ
ス
テ
ム
ズ
ナ
カ
シ
マ
、東
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、シ
ス
テ
ム
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
、ピ
コ
シ
ス
テ
ム【
運
輸
業
、郵
便
業
】両
備
グ
ル
ー
プ
、西
日
本
旅
客
鉄
道
、

M
K
グ
ル
ー
プ【
卸
売
業
、小
売
業
】本
多
、ラ
イ
ト
電
業
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、天

満
屋
ス
ト
ア
、仁
科
百
貨
店
、日
産
サ
テ
ィ
オ
岡
山
、ス
ズ
キ
岡
山
販
売
、東
中
国
ス

ズ
キ
自
動
車
、ハ
ヤ
シ
、は
る
や
ま
商
事
、杢
目
金
屋【
金
融
業
、保
険
業
】中
国
銀
行
、

香
川
銀
行
、お
か
や
ま
信
用
金
庫
、水
島
信
用
金
庫
、笠
岡
信
用
組
合
、丸
三
証
券
、

第
一
生
命
、日
本
生
命【
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
】松
屋
フ
ー
ズ【
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、娯
楽
業
】ハ
ウ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
、マ
ル
ハ
ン【
教
育
、学
習
支
援
業
】ロ
イ
ヤ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン【
医
療
、福
祉
】心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
、光
志
福
祉
会

【
複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
】岡
山
市
農
業
協
同
組
合
、晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合

【
サ
ー
ビ
ス
業
】テ
ィ
グ
レ
、藤
ク
リ
ー
ン
、衛
生
セ
ン
タ
ー【
公
務
】新
見
市
、瀬
戸

内
市（
行
政
、消
防
）【
進
学
】北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

就
実
大
学 

薬
学
部
　
【
製
薬
企
業
等
】ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク【
病
院
】岡
山
赤
十
字
病

院
、岡
山
済
生
会
総
合
病
院
、岡
山
大
学
病
院
、岡
山
中
央
病
院
、岡
山
協
立
病
院
、岡

山
西
大
寺
病
院
、川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
・
川
崎
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

倉
敷
成
人
病
セ
ン
タ
ー
、倉
敷
平
成
病
院
、し
げ
い
病
院
、津
山
中
央
病
院
、落
合
病

院
、国
立
病
院
機
構
中
国
四
国
グ
ル
ー
プ
、国
立
病
院
機
構
近
畿
グ
ル
ー
プ
、鳥
取
大

学
病
院
、三
豊
総
合
病
院
、【
保
険
薬
局
】あ
か
り
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、エ
ム
・
エ
ス
経
営
企

画
、ア
イ
ン
グ
ル
ー
プ
、総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
、ぼ
う
し
や
薬
局
、大
賀
薬
局
、福
山
臨
床

検
査
セ
ン
タ
ー
、オ
カ
イ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、協
同
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、ミ
ッ

ク
・
リ
ー
ガ
ル【
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
】ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
、ス
ギ
薬
局
、サ
ン
ド
ラ
ッ
グ

グ
ル
ー
プ
、マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
、ユ
タ
カ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り【
公
務
】

岡
山
県
、岡
山
市
、大
阪
府
、香
川
県
、鹿
児
島
県【
進
学
】岡
山
大
学
大
学
院
、長
崎
大

学
大
学
院

就
実
短
期
大
学 

幼
児
教
育
学
科　
【
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
】（
公
立
）備
前
市
、

池
田
市
、（
私
立
）内
山
下
幼
稚
園
、ス
ミ
レ
幼
稚
園
、柳
井
幼
稚
園
、た
ち
ば
な
上
中

野
保
育
園
、の
ぞ
み
会
、経
山
会
、岡
南
保
育
会
、き
っ
し
ょ
う
会
、四
ツ
葉
会
、王

慈
福
祉
会
、岡
北
福
祉
会
、就
実
こ
ど
も
園
、ち
と
せ
交
友
会
、宮
川
福
祉
会
、三
宝

認
定
こ
ど
も
園
、認
定
し
ろ
と
り
こ
ど
も
園
、大
森
学
園
、岡
北
学
園
、旭
川
荘【
施

設
】の
ぞ
み【
一
般
】ザ
グ
ザ
グ
、き
も
の
工
芸
西
陣【
進
学
】就
実
大
学
教
育
学
部
、

く
ら
し
き
作
陽
大
学
子
ど
も
教
育
学
部

就
実
短
期
大
学 

生
活
実
践
科
学
科　
【
建
設
業
】峰
南
工
業【
製
造
業
】明
石
ス
ク
ー

ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
、キ
ャ
ス
テ
ム
、光
軽
金
属
工
業
、オ
ー
ジ
ー
技
研
、

総
社
工
業
、多
度
津
造
船【
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
】宮
本
円
、高
山
石
油
ガ

ス【
運
輸
業
、郵
便
業
】西
日
本
旅
客
鉄
道
、岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ【
卸
売
業
、小
売
業
】

西
郡
商
店
、ザ
グ
ザ
グ
、エ
デ
ィ
オ
ン
、菅
田
、ト
ミ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、サ
ン
ヨ
ー

プ
レ
ジ
ャ
ー
、天
満
屋
ス
ト
ア
、大
黒
天
物
産
、プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り
、カ
ー
ト
ッ
プ【
金

融
業
、保
険
業
】中
国
銀
行
、ト
マ
ト
銀
行
、香
川
銀
行【
不
動
産
業
、物
品
賃
貸
業
】

西
尾
レ
ン
ト
オ
ー
ル【
学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
】森
脇
法
律
事
務
所
、

山
陽
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー【
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
】フ
レ
ス
カ【
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、娯
楽
業
】セ
ド
ナ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ【
医
療
、福
祉
】岡
山
協
立
病
院
、岡

山
西
大
寺
病
院
、淳
風
会
、松
田
病
院
、佐
藤
整
形
外
科
、高
島
眼
科
、グ
リ
ー
ン
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、　

山
手
グ
リ
ー
ン
歯
科
医
院
、ニ
チ
イ
学
館
、岡
山
中
央
福
祉
会
、

「
ゼ
ノ
」少
年
牧
場
、P
．
P
．
P
．【
公
務
】岡
山
市【
進
学
】就
実
大
学
人
文
科
学
部
、

日
本
福
祉
大
学
通
信
教
育
部

学部別の就職率等（2020年度卒業生）　
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2021年4月採用の公立学校園の採用試験合格者数（新卒のみ）

21名
小学校教諭

3名
中学校教諭

10名
養護教諭

3名
特別支援学校教諭

19名
保育士・幼稚園教諭等

人文科学部 教育学部 経営学部 薬学部 短期大学

95.4% 99.3% 97.7% 100% 97.4%

■就職希望者数　■就職者数

就実での学びの中で
有益だったと感じるものは何ですか？
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21

3

4

総従業員規模は？

大 学

大 学

短 大

短 大

就実の卒業生は人材ニーズや
期待に応えていますか？

企業アンケート
本学学生を採用した企業※に聞きました。

就実の卒業生の能力水準を
どう感じますか？

これまで就実生を採用した
理由を教えてください。■30人〜99人

■100人〜299人
■300人〜999人
■1,000人〜2,999人
■3,000人以上

■十分応えている
■大体応えている
■あまり応えていない
■全く応えていない
■個人間のばらつきがあり
　 何ともいえない

■全体として高いと感じる
■どちらかといえば高いと感じる
■どちらかといえば低いと感じる
■低いと感じる
■個人間のばらつきがあり
　 何ともいえない

10.0%

5.0%

28.3%

26.7%

48.3%
31.7%

43.3%

41.7%

11.7%

0.0%

20.0%

28.3%

人柄
コミュニケーション能力

自社の社風への適合力（協調性）
働く意欲

インターンシップ経験者
就職試験の筆記試験の成績

就実出身者
外国語能力

資格
専門能力
学校推薦
その他

0 10 20 30 40 50 60

就実での学びの中で
有益だったと感じるものは何ですか？

専門教育

研究室・ゼミにおける指導

教養教育

部活・サークル活動

ボランティア活動

外国語教育

情報教育

キャリア教育

有益なものはない

その他
0 10 20 30 40 50 60 70 80

1

3

2

就実での学びは、現在の仕事や生活に
役立っていますか？

就実での学びは、
自分の将来の仕事や生活に
役立つと思いますか？

調査対象	 126社
回答	 60社
回答率	 47.6％

※過去5年間に本学卒業生を
　3人以上採用した企業

1.7%
1.7%

1.7%

調査時期	 2020年8月〜10月
調査対象	 2016年度卒業生678名
回答数	 143名
回答率	 21.1％

■役に立っている
■どちらかというと役に立っている
■どちらかというと役に立っていない
■役に立っていない

■将来役に立つと思っている
■どちらかというと将来役に立つと思っている
■どちらかというと将来役に立つとは思えない
■将来役に立つとは思えない

43.2% 34.0%

41.1% 40.4%

21.3%
4.3%

9.5%

6.3%

41.7% 38.6%
52.3%49.0%

6.3% 6.8%
3.1% 2.3%

卒業生アンケート
2016年度に卒業した学生に聞きました。

就実生の専門能力に
期待しています！

（重複回答可）

（重複回答可）
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に
関
係
な
く
、自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
自

由
に
研
究
で
き
る
ん
で
す
。
普
通
な
ら
、自
分
の

興
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
時
点
で 

“
自
由
に
”

と
言
わ
れ
る
と
か
え
っ
て
戸
惑
う
し
、『
明
確
な

興
味
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
』な
ど
と
は
言
え
な
い

も
の
。
で
も
、言
え
て
し
ま
う
の
が
こ
の
ゼ
ミ
の

い
い
と
こ
ろ
。
先
生
に
繰
り
返
し
相
談
す
る
う

ち
に
、次
第
に
自
分
の
関
心
が
は
っ
き
り
し
、や

り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
吉
本
先
生
は「
押
し
付
け
の
学
び
に

意
味
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

興
味
を
引
き
出
し
、主
体
的
な
学
び
に
導
く
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
年
の
よ
う
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、も
っ

ぱ
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
と
個
別
研
究
と
い
う
特
殊
な

環
境
で
あ
り
ま
し
た
が
、資
料
や
書
籍
を
深
く
読

み
込
め
た
、こ
の
状
況
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
学
び

や
気
付
き
も
あ
っ
た
は
ず
。
自
ら
学
ん
だ
知
識

を
活
か
し
て
、地
域
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
け
る
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

地
域
の
成
り
立
ち

や
新
旧
の
街
並
み
、

都
市
観
光
な
ど
に
つ

い
て
研
究
し
て
い

る
「
吉
本
ゼ
ミ
」。
18

名
全
員
が
、
こ
の
ゼ

ミ
を
選
ん
だ
一
番
の

理
由
と
し
て
吉
本
先

生
の
人
柄
を
挙
げ
ま

す
。「
先
生
は
と
に

か
く
優
し
い
ん
で
す

よ
。
ゆ
っ
た
り
と
穏

や
か
な
口
調
で
安
心

感
が
あ
る
ん
で
す
。

メ
ー
ル
の
ち
ょ
っ
と

し
た
言
葉
づ
か
い
か

ら
さ
え
も
伝
わ
っ
て

く
る
ほ
ど
で
す
」
と

口
を
揃
え
る
学
生
た

ち
。
そ
ん
な
38
年
目
を
迎
え
た
吉
本
先
生
に
は
、

ち
ょ
っ
と
意
外
な
一
面
も
あ
る
そ
う
で
、「
先
生

は
ラ
グ
ビ
ー
と
サ
ッ
カ
ー
マ
ニ
ア
。
観
戦
に
も

よ
く
行
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、何
度
か
テ
レ
ビ
中

継
に
映
っ
て
い
た
こ
と
も
！
そ
の
と
き
の
映
像

を
見
る
と
、い
つ
も
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、ハ
ジ
け
た
様
子
で
応
援

し
て
い
る
姿
に
驚
き
ま
し
た（
笑
）」と
、親
し
み

の
こ
も
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
飛
び
出
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、先
生
の
人
柄
ひ
と
つ
取
っ
て
も

学
生
た
ち
が
口
ぐ
ち
に
発
言
で
き
る
、和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
は
、“
学
生
の
や
り
た
い
こ

と
を
尊
重
す
る
”と
い
う
、吉
本
先
生
の
指
導
方

針
に
よ
る
部
分
も
大
き
い
の
だ
と
か
。
学
生
の

ひ
と
り
は「
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、先
生
の
専
門
領
域

主体性を尊重するゼミ。
だからやりたいことが見つかり、

追求できる。

人文科学部 総合歴史学科

吉本ゼミ
VOL.19

吉本 勇 教授
立正大学大学院文学研究科博士課程
地理学専攻単位取得満期退学

［担当科目］
現代都市の魅力診断、歴史遺産研究、
地誌ほか

（専門地域調査士）
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と
か
。
こ
の
話
題
が
出
る
と
、全
員
大
爆
笑
。
学

生
た
ち
の「
遊
び
心
が
あ
っ
て
、授
業
で
は
た
く

さ
ん
褒
め
て
く
だ
さ
る
最
高
の
先
生
で
す
」と
い

う
声
や「
缶
蹴
り
大
会
の
お
か
げ
で
み
ん
な
と
打

ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

も
積
極
的
に
な
れ
て
い
ま
す
」と
い
う
声
が
飛
び

交
い
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
人
の
学
生
が
、学
内
で
オ
バ
ケ
を
見

た
と
話
し
た
時
は
、全
員
で
目
撃
現
場
を
調
査
。

「
あ
ら
ゆ
る
セ
オ
リ
ー
を
出
し
合
っ
て
徹
底
検
証
。

オ
バ
ケ
の
謎
解
き
に
挑
み
ま
し
た
」と
丹
生
先
生
。

こ
の
よ
う
に
日
常
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
材
に
で
き
る
柔
軟
な
発
想

も
丹
生
ゼ
ミ
の
魅
力
で
す
。

　

終
始
笑
い
声
に
包
ま
れ
、先
生
と
学
生
た
ち
の

厚
い
信
頼
、の
び
の
び
と
楽
し
く
学
ん
で
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
丹
生
ゼ
ミ
」
に
は

国
語
教
育
に
関
心
の

あ
る
4
年
生
9
名
が
所

属
。
教
員
を
目
指
す
学

生
が
多
い
そ
う
で
す
。

授
業
で
は
研
究
と
論
文

執
筆
、
論
文
や
映
画
作

品
を
用
い
て
の
批
評
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
伏
線
を

張
っ
た
話
し
方
の
習
得

な
ど
、
文
章
を
論
理
的

に
読
み
解
く
技
術
や
国

語
教
育
に
つ
い
て
深
く

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

学
外
活
動
と
し
て
学
会

へ
も
出
席
し
て
い
る
そ

う
で
す（
昨
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
不
参
加
）。

　

学
生
た
ち
に
ゼ
ミ
の

魅
力
を
聞
い
て
み
る
と
、

全
員
か
ら「
み
ん
な
の
仲
が
良
い
こ
と
！
」と
返
っ

て
き
ま
し
た
。「
信
頼
し
合
え
て
い
る
か
ら
こ
そ

遠
慮
な
く
議
論
が
で
き
、全
員
で
研
究
に
取
り
組

み
な
が
ら
個
人
の
力
も
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る

ゼ
ミ
で
す
」。

　

こ
う
し
た
雰
囲
気
の

良
さ
を
醸
成
す
る
の
に

一
役
買
っ
た
の
が
、
ゼ

ミ
の
親
睦
会
と
し
て

開
か
れ
た
「
缶
蹴
り
大

会
」。
最
下
位
に
な
る
と
罰

ゲ
ー
ム
と
し
て
、
先
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
変
な

T
シ
ャ
ツ
を
着
る
こ
と
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

当
の
先
生
が
最
下
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

信頼し合える最高のメンバー！
柔軟な発想と遊び心を大切に

言葉の奥深さを学ぶゼミです。

丹生 裕一 教授
東京学芸大学大学院連合学
校教育学研究科
博士後期課程修了

［担当科目］
幼児の言葉、国語科教育法、
国語科指導学特論（大学院）

教育学部 初等教育学科

丹生ゼミ
VOL.20

リモートで
参加！

罰ゲームで着る
変なTシャツ★
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 福山通運株式会社　福山北支店
高山　智江	さん

人文科学部　表現文化学科　2021年4月卒業

新川保育所
藤川　真梨子	さん

短期大学　幼児教育学科　2016年3月卒業

　

今
年
4
月
、「
福
山
通
運
株
式
会
社
」に
入
社
し
ま
し
た
。
主
な
業
務
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
配
送

サ
ポ
ー
ト
で
、荷
物
に
関
す
る
電
話
対
応
や
保
管
さ
れ
た
荷
物
の
仕
分
け
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
３
年
の
２
月
に
参
加

し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
で
物
流
業
界
が
世
界
の
経
済
活
動
を
支
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
知
り
、こ
の
業
界
に
引
か
れ
ま
し
た
。
今
は
新
入
社
員
な
の
で
、自
信
を
も
っ
て

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。

　

本
格
的
な
就
職
活
動
と
し
て
、３
年
の
夏
休
み
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、４
年
の
春
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
ま
し

た
。
就
業
体
験
や
説
明
会
へ
の
参
加
、数
多
く
の
企
業
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、場
数
を
踏
ん
で
お
く
と
自
分
の
力
を
発

揮
し
や
す
く
な
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

　

在
学
中
は
、言
葉
に
つ
い
て
幅
広
く
学
び
な
が
ら
文
学
を
研

究
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
論
文
で
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
先
行

研
究
が
手
に
入
ら
ず
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、好
き
な
こ
と
を

妥
協
し
な
い
で
研
究
で
き
た
こ
と
は
心
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ら
い
時
期
は
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
必
ず
訪
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
踏
ん
張
る
た
め
に
、や
り
た
い
こ
と
を
妥
協
し
な
い

で
貫
い
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
悔
い
の
残
ら
な
い
進
路
に
進

め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、保
育
士
と
し
て
5
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

援
助
や
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
保
育
を
心
が
け
、恩
師
・
山
根
薫
子
先
生
の
教
え「
一
つ
ず
つ
丁

寧
に
向
か
い
合
う
」を
胸
に
働
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
共
有
し
な
が

ら
、自
分
も
成
長
で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
に
な
ろ
う
と
本
格
的
に
決
め
た
の
は
、2
年
生
の
と
き
に
体
験
し
た
保
育
実
習
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
、丁
寧
に
接
す
る
先
生
方
の
姿
を
見
て
、「
私
も
あ
の
よ
う
に
働
き
た
い
」と

強
く
感
じ
た
か
ら
で
す
。
就
職
活
動
で
は
、保
育
園
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
。
実
践
的
な
経
験
が
積
め
て
、

実
習
に
伺
っ
た
各
園
の
雰
囲
気
や
保
育
方
針
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
就
実
や

ん
ち
ゃ
キ
ッ
ズ
」の
活
動
で
毎
月
短
期
間
で
出
し
物
を
企
画
・

準
備
し
た
経
験
が
、指
導
案
の
作
成
時
や
遊
び
の
ア
イ
デ
ア

出
し
に
生
き
て
い
ま
す
。
常
に
向
上
心
を
持
ち
、学
び
続
け

な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
長
所
を
伸
ば
す
保
育
士
に
成
長
し

た
い
で
す
。

　

短
期
大
学
は
2
年
間
で
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、実
習
な
ど
現
場
に
立
つ
チ
ャ
ン
ス

は
豊
富
で
す
。
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

活躍する卒業生

ONE DAY 
SCHEDULE

ONE DAY 
SCHEDULE

  8:30 出勤、登所した子どもと外遊び
  9:30 朝の会、クラスの活動
 12:00 給食
 13:00 クラスの活動、好きな遊びなど （夏期のみ昼寝時間あり）
 15:00 おやつ
 15:30 帰りの会
 16:00 クラスで好きな遊び、子どもの見送り
 17:00 退勤

 7:00 出勤
  電話対応、事務処理など
 12:00 昼休憩
 13:00 昼礼
  事務処理、仕分け作業など
 16:30 退社

8



って

教員インタビュー

先生
どんな人？

ち
ろ
ん
、ど
の
季
節
に
ど
の
野
菜
が
旬
を
迎
え
る

の
か
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
畑
に
い
る

生
き
物
か
ら
、自
然
界
の
し
く
み
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の「
衣
」に
つ

い
て
担
当
し
て
い
る
の
で
す
が
、こ
の
よ
う
な
経

験
か
ら
、生
活
実
践
科
学
科
で
大
事
に
し
て
い
る

衣
・
食
・
住
の
生
活
に
関
わ
る
事
に
も
広
く
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、ど
ん
な

体
験
に
も
学
ん
だ
り
発
想
力
を
養
っ
た
り
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
た

く
さ
ん
経
験
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
照
れ

臭
い
こ
と
や
バ
カ
バ
カ
し
い
こ
と
で
も
構
わ
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
き
っ
と
、未
来
の
ど

こ
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
。

「Cross Clothe Casa」（2012年）

［profile］ 
九州大学芸術工学府後期博士課程デザインス
トラテジー専攻在学中。2003年「代官山イン
スタレーション2003」を始め多くの展覧会、
コンペティションで入賞。創作の傍らバッグ
やアパレルのデザインも手がける。2019年
より現職に。

〈official website〉http://misato-kubo.com
●担当講義
ファッションデザイン実習Ⅰ・Ⅱ、生活実践論
Ⅱ（衣）など

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て「
時
代
や
ス
タ
イ
ル
の

異
な
る
素
材
の
交
差
・
融
合
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
生
地

に
、最
新
の
C
G
を
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
プ

リ
ン
ト
し
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
、展
示

空
間
そ
の
も
の
を
作
品
に
す
る
こ
と
で「
人
と
衣

服
と
の
親
近
性
」を
再
認
識
し
、過
去
と
未
来
が

混
在
し
た
新
感
覚
の
世
界
を
体
験
で
き
る
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
な
ど
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
は
、私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
す
。
創
作
の
源
流
に
は
、20
代
の
頃
に
熱
中
し

た
も
の
と
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、今
は
育
児
か
ら

得
て
い
る
発
想
も
あ
り
、子
ど
も
が
い
な
け
れ
ば

気
づ
か
な
か
っ
た
気
持
ち
や
経
験
を
作
品
に
取

り
入
れ
な
が
ら
制
作
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、休
日
に

な
る
と
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遠
出
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
場
で
開
か
れ
て
い
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
探
し
て
は
出

か
け
て
い
ま
す
ね
。
内
容
は
ア
ー
ト
に
限
ら
ず
、

ヨ
ッ
ト
体
験
、科
学
教
室
、工
作
教
室
、バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど
幅
広
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、野
菜
の
収
穫
体
験
は
多
く
の
学
び

が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
畑
を
借
り
て
、自
分
た

ち
で
野
菜
を
育
て
る
ん
で
す
。
世
話
を
す
る
こ

と
が
き
っ
か
け
で
野
菜
を
好
き
に
な
る
の
は
も

子
育
て
が
創
作
の
源
に
な
る
こ
と
も
。

ア
ー
ト・デ
ザ
イ
ン
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

「Cuor」
ホテルグランヴィア岡山ロビー展示（2021年）

久保 美沙登 先生
生活実践科学科 准教授

9



表
現
文
化
学
科

２
年
生

江
田
　
　
栞

菊
地
　
萌
恵

唐
下
　
千
優

3
年
生

秋
山
　
佳
緒

綿
谷
　
美
和

山
本
　
詩
桜

4
年
生

佐
藤
　
弘
隆

田
淵
　
美
奈

實
盛
　
歌
蓮

実
践
英
語
学
科

２
年
生

舩
石
　
奈
歩

美
藤
　
夏
海

西
川
　
真
理

3
年
生

藤
井
　
温
子

蓮
井
　
大
輝

4
年
生

山
成
　
綾
音

赤
木
　
茜
理

原
　
な
み
る

総
合
歴
史
学
科

２
年
生

赤
松
龍
之
介

髙
木
沙
緒
梨

市
川
愛
依
子

3
年
生

竹
房
　
啓
悟

石
田
　
瑶
貴

園
村
　
理
緒

4
年
生

久
保
　
祐
貴

香
川
伊
紅
実

福
本
　
一
葉

初
等
教
育
学
科

２
年
生

山
中
　
茜
音

土
肥
　
桃
子

井
上
　
優
奈

3
年
生

入
屋
　
　
茜

甲
斐
上
拓
海

軒
原
　
円
佳

4
年
生

宰
務
　
翔
華

田
渕
可
奈
子

竹
内
　
知
佳

教
育
心
理
学
科

２
年
生

黒
瀬
　
睦
稀

金
谷
　
　
恵

渡
邉
　
彩
月

3
年
生

河
原
　
奈
那

横
山
　
詩
萌

若
井
　
詩
月

4
年
生

小
川
聖
李
叶

石
川
　
　
舞

青
木
み
の
り

経
営
学
科

２
年
生

中
原
　
悠
月

廣
畑
　
　
舞

福
井
　
陸
斗

3
年
生

大
石
紗
矢
香

澁
川
　
裕
胤

田
邉
　
祥
暖

4
年
生

入
木
田
夏
海

梅
田
　
真
未

大
森
　
美
奈

薬
学
科

２
年
生

小
山
　
祐
依

森
下
　
陽
葉

3
年
生

池
本
　
菜
月

植
田
　
哲
平

⻆
南
　
花
音

4
年
生

戸
羽
鴻
志
郎

長
尾
　
春
花

本
荘
　
真
央

5
年
生

島
田
　
る
か

髙
橋
　
雅
美

山
本
　
夕
佳

6
年
生

天
久
日
菜
子

石
井
　
里
沙

田
村
　
惇
子

大学院

人文科学部

教育学部

薬学部

経営学部

2021年度 学業奨励賞受賞者（大学・短期大学・大学院）

教
育
学
研
究
科

２
年
生

浜
野
沙
也
果

大　　　　　　学

大　　　　　　学

大　　　　　　学

人
文
科
学
研
究
科

２
年
生

松
原
　
一
博

短期大学

幼
児
教
育
学
科

２
年
生

小
川
　
心
愛

磯
野
　
麻
耶

小
西
　
彩
愛

生
活
実
践
科
学
科

２
年
生

川
西
　
愛
理

吉
田
　
優
香

加
藤
　
美
玖

Online Lectureship 
オ
ン
ラ
イ
ン

入
試
対
策
講
座
開
催

　
入
試
対
策
講
座
を
Yo
u
T
u
be
で
期
間
限
定
公
開
し
ま

す
。
過
去
問
題
を
使
っ
て
、予
備
校
講
師
が
出
題
傾
向
や
勉
強

方
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

●
入
試
対
策
講
座
視
聴
ま
で
の
流
れ

①
予
約
フ
ォ
ー
ム
よ
り
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②	

予
約
後
、ご
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
予
約
完

了
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

　	

予
約
完
了
メ
ー
ル
に
動
画
掲
載
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　（
動
画
の
公
開
期
間
中
の
み
ア
ク
セ
ス
可
能
）

③	

事
前
に
入
試
対
策
講
座
で
使
用
す
る
2
0
2
1
年
度
入
学
試

験
問
題
集（
過
去
問
題
集
）を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
郵
送
し

ま
す
。

④	

入
試
対
策
講
座
視
聴
期
間
中
、2
0
2
1
年
度
入
学
試
験

問
題
集（
過
去
問
題
集
）を
用
意
し
、お
手
持
ち
の
P
C
等

（
Yo
u
T
u
be
を
視
聴
で
き
る
デ
バ
イ
ス
）か
ら
②
で
お
送

り
し
た
入
試
対
策
講
座
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
視
聴
開
始
。

〈
一
般
選
抜（
前
期
）対
策
〉

開
催
日
時	

12
月
10
日（
金
）10
時
〜

	

12
月
20
日（
月
）17
時

実
施
時
間・科
目	

国
語（
60
分
）・英
語（
60
分
）

予
約
期
間	

12
月
19
日（
日
）23
時
59
分
ま
で

YouTube で
限定公開！

予約制
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C a m p u s N e w s

　

2
0
2
1
年
9
月
3
日
に
後
期
授
業
形
態
に
つ

い
て
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
現
在
、全
国
で
若
年
層
を
含
め
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
岡
山
県
も
過
去
最
大
の
感
染
者
数
を
記
録
し
、

緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、9
月

10
日
ま
で
の
活
動
制
限
指
針
を「
レ
ベ
ル
3
」と
し

て
い
ま
し
た
が
、現
今
の
状
況
を
鑑
み
、引
き
続
き

10
月
14
日（
木
）ま
で「
レ
ベ
ル
3
」と
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。
10
月
1
日
に
は
本
学
の
集
団
接
種

が
完
了
し
ま
す
の
で
、そ
の
2
週
間
後
を
め
ど
に

対
面
授
業
を
開
始
す
る
方
向
で
今
後
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
（
略
）本
学
は
今
後
も
感
染
拡
大
を
防
止
し
、学

生
や
家
族
の
皆
さ
ん
と
地
域
の
安
全
を
守
り
、高

等
教
育
機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。
方
針
の
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。」

瓦
井
裕
子
講
師
が

関
根
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

　
◆
表
現
文
化
学
科

　

瓦
井
裕
子
講
師
が
、第
2
次
第
16
回
関
根
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
根
賞
は
、お
茶

の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授　

関
根
慶
子
博
士
の
基

金
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、女
性
研
究
者
の
た
め

の
古
典
文
学
賞
で
す
。

　

受
賞
作
は
瓦
井
講
師
の
著
書『
王
朝
和
歌
史
の

中
の
源
氏
物
語
』（
和
泉
書
院
、2
0
2
0
年
）で
す
。

こ
の
書
は
、『
源
氏
物
語
』が
先
行
和
歌
・
同
時
代
和

歌
の
表
現
を
取
り
込
み
、ま
た『
源
氏
物
語
』の
表

現
を
通
し
て
後
世
の
和
歌
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
、

後
期
授
業
開
始
時
の

活
動
制
限
指
針
に
つ
い
て　

◆
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

そ
の
交
叉
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
、王
朝
和
歌
史
の

中
に『
源
氏
物
語
』を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し

た
も
の
で
す
。

研
修
旅
行
リ
ベ
ン
ジ
企
画

 

◆
幼
児
教
育
学
科

　

4
月
23
日（
金
）3
・
4
限
に
、研
修
旅
行
リ
ベ
ン

ジ
企
画『
C
o
m
e 

b
a
c
k
研
修
旅
行
～
こ
れ

が
幼
教
じ
ゃ
！
～
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、

幼
児
教
育
学
科
の
研
修
旅
行
で
は
、2
年
生
の
研

修
旅
行
委
員
会
10
名
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営

し
、1
・
2
年
生
全
員
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、今

年
度
は
途
中
で
中
止
が
決
ま
り
研
修
旅
行
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ア
レ
ン
ジ
し
、コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
な

が
ら
学
内
で
楽
し
め
る
内
容
を
考
え
ま
し
た
。

　

前
半
は「
バ
ス
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
」

と
し
て
、ク
ラ
ス
ご
と
に
教
室
に
分
か
れ
て
手
遊
び
、

自
己
紹
介
、就
実
ク
イ
ズ
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
、後
半
は
研
修
旅
行
の
メ
イ
ン
企
画
で
あ
る「
夕

べ
の
集
い
編
」
と
し
て
、
動
画
と
し
て
編
集
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
や「
1
・
2
年
生
合
同
映
像

ス
タ
ン
ツ
」を
上
映
し
、2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

視
聴
し
ま
し
た
。
特
に
映
像
ス
タ
ン
ツ
は
、コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
行
っ
た
初
企
画
で
、各
ク
ラ
ス
が
課

題
曲
・
ク
ラ
ス
カ
ラ
ー
・
ク
ラ
ス
の
数
字
を
盛
り
込

ん
で
ク
ラ
ス
紹
介
動
画（
約
4
分
）を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
動
画
制
作
を
通
し
て
、1
・
2
年
生
が
協

力
し
仲
良
く
な
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
協
力
し
て
作
り
上
げ

る
こ
と
の
大
変
さ
や
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、最
高
の
思
い
出
作
り

が
で
き
た
。」、「
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
力
や
表
現
力
を

学
ん
だ
。」、「
就
実
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
。」等
の

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
旅
行
委
員
か
ら

は
、「
何
度
も
会
議
を
重
ね
大
変
で
あ
っ
た
が
、ク
ラ

ス
の
仲
間
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
、委
員
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。」等
の
振
り
返
り
が
あ
り
ま
し
た
。

田
坂
講
師
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
論
文
が

Y
A
K
U
G
A
K
U 

Z
A
S
S
H
I

7
月
号
に
お
す
す
め
記
事
と
し
て
掲
載
さ

れ
ま
し
た	

 

◆
薬
学
科

　

就
実
大
学
薬
学
部
臨
床
薬
学
研
究
室
の
田
坂
祐

一
講
師
と
岡
山
県
薬
剤
師
会
児
島
支
部
の
保
険
薬

局
11
施
設
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、6
種
類
以
上

の
薬
剤
を
服
用
す
る
患
者
の
半
数
以
上
で
同
じ
代

謝
酵
素
で
代
謝
さ
れ
る
3
種
類
以
上
の
薬
剤
に
よ

る
潜
在
的
な
薬
物
間
相
互
作
用
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

本
論
文
の
第
一
著
者
は
本
学
の
卒
業
生
で
あ
る

岡
夏
未
さ
ん
で
、在
学
中
に
は
本
研
究
内
容
を
第

59
回
日
本
薬
学
会
・
日
本
薬
剤
師
会
・
日
本
病
院
薬

剤
師
会
中
国
四
国
支
部
学
術
大
会
で
発
表
し
、日

本
薬
学
会
中
国
四
国
支
部 

学
生
発
表
奨
励
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

 

◆
就
実
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

　

就
実
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
年「
親

子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」を
開
催
し
て
お
り
、今
年
度

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

6
月
19
日（
土
）の
令
和
3
年
度
第
1
回
は
、父

の
日
の
前
日
と
い
う
こ
と
で
、テ
ー
マ
は
ズ
バ
リ

「
今
日
は
パ
パ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
肩
こ
り
・
腰
痛
体

操
と
絵
本
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
―
」。
ま
ず
は
幼
児
教

育
学
科
の
松
本
希
先
生
に
肩
こ
り
・
腰
痛
体
操
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肩
を
回
す
に
も
肩
甲

骨
を
意
識
し
た
り
、身
近
な
タ
オ
ル
を
使
っ
て
伸

ば
し
た
り
、腰
痛
に
は
、脚
の
付
け
根
の
筋
肉
や
太

も
も
の
前
側
を
伸
ば
す
と
よ
い
こ
と
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い
と

▶

委員会スタート
　（12月）

▶
当日前半、
　手遊びの様子

映像には、保育現場で活か映像には、保育現場で活か
せるアイデアをたくさんせるアイデアをたくさん
盛り込みました！盛り込みました！

▶

当日後半、
夕べの集い編として
1・2年生合同映像スタンツ
上映。夜の雰囲気で。

オンライン会議（
1〜3月）

オンライン会議（
1〜3月）
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就実大学・就実大学大学院・就実短期大学
〒703-8516 岡山市中区西川原1-6-1　TEL.086-271-8111（代）vol.40 2021年9月30日発行

試験区分 試　験　日 出　願　期　間

学校推薦選抜（基礎学力型） 令和	3年	11月	18日（木） 令和3年	11月	 1日（月）〜	11月	 9日（火）

学校推薦選抜（小論文型） 令和	3年	11月	19日（金） 令和3年	11月	 1日（月）〜	11月	 9日（火）

一般選抜（前期）／
一般選抜 令和	4年	 2月	 1日（火）	・2日（水） 令和4年		1月	 5日（水）〜	 1月	21日（金）

一般選抜（後期） 令和	4年	 2月	27日（日） 令和4年		2月	 9日（水）〜	 2月	22日（火）

共通テスト利用選抜A 個別試験は課さない 令和4年		1月	 5日（水）〜	 1月	21日（金）

共通テスト利用選抜B 個別試験は課さない 令和4年		2月	 9日（水）〜	 2月	22日（火）

共通テスト利用選抜C 個別試験は課さない 令和4年		3月	 3日（木）〜	 3月	 9日（水）

特別入試（二期） 令和	4年	 2月	27日（日） 令和4年		2月	 9日（水）〜	 2月	18日（金）

大学院　春期入試 令和	4年	 2月	27日（日）*1 令和4年		2月	 9日（水）〜	 2月	18日（金）

大学院　春期入試 令和	4年	 3月	14日（月）*2 令和4年		2月	24日（木）〜	 3月	 4日（金）

*1 人文科学研究科、教育学研究科のみ実施　*2 医療薬学研究科のみ実施　※詳細については必ず「学生募集要項」をご確認ください。

2022年度　入	試	概	要
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シ
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た
。

　

参
加
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に
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り
ま
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と
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
見
れ
て
よ
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で
す
。
学
生
さ
ん
た
ち
も
一
生
懸
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れ

て
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で
す
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っ
た
声
が
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か
れ
ま
し
た
。
仕
事
も
子
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。

2021年（第56回）のなでしこ祭は2度目のオンライン開催！
Webサイトがなでしこ祭の会場です。

楽しい企画をたくさん用意していますので、ぜひご参加ください！

10
16

-sat-

就実大学・就実短期大学オンライン

なでしこ祭 開催予定！

https://shujitsu-nadeshiko-online.jp


